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司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
代
わ
る

「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
の
構
築
の
た
め
に

加

賀

山

茂

Ⅰ

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
効
用

Ⅱ

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
問
題
点

当
事
者
の
言
い
分
を
反
映
で
き
な
い

1

新
様
式
の
判
決
書
に
対
応
で
き
な
い

2

学
問
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
大
学
教
育
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

3
Ⅲ

法
科
大
学
院
に
お
い
て
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
を
教
え
る
こ
と
の
問
題
点

訴
訟
物
理
論
と
の
不
適
合

1

権
利
主
張
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
誤
解

2

主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
を
同
一
主
体
に
帰
属
さ
せ
る
た
め
の
越
権
行
為

3
Ⅳ
「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
の
構
築
の
必
要
性

法
科
大
学
院
の
学
生
た
ち
の
悲
鳴

1
「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
の
必
要
性

2
「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
の
構
築
の
方
向
性

3

司法研修所の要件事実論に代わる「新しい要件事実論」の構築のために
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訴
訟
実
務
に
適
合
せ
ず
、
理
論
的
に
も
破
綻
し
て
い
る
「
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
」
は
、
解
体
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
代

え
て
、
判
決
の
新
様
式
に
適
合
し
、
理
論
的
に
も
矛
盾
の
な
い
「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
科
大

学
院
の
教
育
は
、「
あ
る
べ
き
訴
訟
実
務
」
に
適
合
的
な
「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅰ

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
効
用

司
法
研
修
所
に
お
い
て
、
司
法
修
習
生
の
た
め
の
判
決
書
作
成
の
技
術
訓
練
と
し
て
開
始
さ
れ
た
要
件
事
実
教
育
は
、
司
法
研
修

所
教
官
室
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
を
通
じ
て
発
展
し
、
実
務
理
論
と
し
て
定
着
し
、「
要
件
事
実
論
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
（
中
野
貞
一
郎
『
民
事
裁
判
入
門
』
有
斐
閣
（
二
〇
一
〇
）
六
七
頁
）。

実
体
法
が
、
原
告
と
被
告
と
の
関
係
を
捨
象
し
て
、
抽
象
的
な
「
要
件
と
効
果
」
の
組
み
合
わ
せ
を
規
定
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

の
に
対
し
て
、
司
法
研
修
所
の
「
要
件
事
実
論
」
の
効
用
は
、
実
体
法
が
規
定
し
て
い
る
要
件
に
つ
い
て
、
原
告
が
主
張
す
べ
き
要

件
（
請
求
原
因
）
と
被
告
が
主
張
す
べ
き
要
件
（
抗
弁
）
と
に
分
類
し
直
し
、
訴
状
・
答
弁
書
の
書
き
方
、
判
決
の
書
き
方
に
資
す

る
よ
う
に
、
実
体
法
の
要
件
を
再
構
成
し
た
点
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
要
件
事
実
論
の
最
大
の
功
績
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
要
件

事
実
論
は
、
実
体
法
と
訴
訟
法
と
を
架
橋
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
要
件
事
実
論
は
、
も
と
も
と
が
、
現
在
の
様
式
と
は
異
な
る
古
い
判
決
書
様
式
に
適
合
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
司
法
研
修
所
の
教
官
室
と
い
う
、
修
習
生
の
反
論
を
許
さ
ず
、
学
問
的
な
批
判
に
も
晒
さ
れ
な
い
と
い
う

意
味
で
の
権
威
主
義
的
な
空
間
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
要
件
事
実
論
は
、
今
な
お
、
古
い
判
決
様
式
に
し
か
適

合
で
き
な
い
と
い
う
非
効
率
性
を
引
き
ず
っ
て
お
り
、
そ
の
効
用
を
上
回
る
重
大
な
三
つ
の
欠
陥
（
第
一
に
、
当
事
者
の
言
い
分
を
反

映
で
き
な
い
、
第
二
に
、
新
様
式
の
判
決
書
き
に
適
合
し
な
い
、
第
三
に
、
法
科
大
学
院
の
教
育
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
欠
陥
）
を
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有
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
、
司
法
研
修
所
の
手
を
離
れ
、
法
科
大
学
院
で
の
教
育
課
程
に
組
み
込
ま
れ
た
現

在
に
お
い
て
は
、「
反
論
を
許
さ
な
い
」
と
い
う
権
威
主
義
的
な
古
い
体
質
を
打
破
し
、
根
本
的
な
解
体
作
業
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
当
事
者
の
言
い
分
を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
た
め
」
に
も
、
ま
た
、
現
在
の
「
新
し
い
判
決
様
式
に
適

合
さ
せ
る
た
め
」
に
も
、
さ
ら
に
は
、
学
問
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
「
法
科
大
学
院
の
教
育
課
程
に
適
合
さ
せ
る
た
め
」
に
も
、

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
代
わ
る
「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
問
題
点

当
事
者
の
言
い
分
を
反
映
で
き
な
い

1司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
立
証
責
任
を
負
う
事
実
に
つ
い
て
の
み
を
主
張
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
厳
格
な
主
張
責
任
の
考

え
方
を
採
用
し
て
い
る
た
め
に
、「
当
事
者
の
言
い
分
を
十
分
に
反
映
で
き
な
い
」
と
い
う
欠
陥
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
司
法

研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
第
一
の
問
題
点
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
原
告
の
言
い
分
が
「
被
告
に
甲
土
地
を
引
き
渡
し
た
の
に
、
被
告
は
売
買
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
っ
て
く
れ
な

い
」
と
い
う
最
も
典
型
的
な
「
売
買
代
金
支
払
請
求
」
事
件
の
例
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
（
司
法
研
修
所
『
改
訂
問
題
研
究
要
件
事

実
│
│
言
い
分
方
式
に
よ
る
設
例
一
五
題
│
│
』
法
曹
会
（
二
〇
〇
六
）
一
頁
、
お
よ
び
そ
の
新
版
で
あ
る
司
法
研
修
所
『
新
問
題
研
究
要
件

事
実
』
法
曹
会
（
二
〇
一
一
）
一
頁
）。

こ
の
事
例
に
お
け
る
原
告
の
言
い
分
の
核
心
は
、「
土
地
を
引
き
渡
し
た
の
に
、
代
金
を
払
っ
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
（
表

・
図

参
照
）。
と
こ
ろ
が
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
原
告
は
、
売
買
代
金
請
求
の
見
返
り
と

1

1
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Ｘの主張
私は、平成 23 年 3 月 3 日に、先祖代々受け継いで私が所有していた甲土地を、是非欲し
いと言ってきたＹに売り、その日に甲土地を引き渡しました。代金は 2000 万円、支払日
は同年 4月 3日との約束でした。ところが、Ｙはいろいろと文句を言ってその代金を支払
ってくれません。そこで、代金 2000 万円の支払を求めます。
Ｙの主張
甲土地を売買することについては、両者とも異論がなかったのですが、結局、代金の折り
合いがつきませんでした。また、甲土地については、Ⅹが相続で取得したのではなく、叔
父Ａから贈与されたものと聞いています。

表 1 司法研修所の「言い分方式」に基づく設例
（太字が重要な言い分。ところが、司法研修所の要件事実論では、

これを反映することができない。なぜか？）

図 1 設例 1

▲

売 主
X

①売買契約

②引渡

甲土地 甲土地

買 主
Ｙ▲

▲

③代金請求
（2000万円）

②引渡請求（済み）▲
（目的物：甲土地
代金2000 万円）

出典：司法研修所・新問題研究要件事実（2011）1 頁。



し
て
「
土
地
を
引
き
渡
し
た
」
こ
と
を
主
張
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、
代
金
請
求
に
お
い
て
は
、
原
告
が
主
張
す
べ
き
こ
と
は
、「
原
告
は
、
被
告
に
対
し
て
平
成
二
三
年
三
月
三
日
甲

土
地
を
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
で
売
っ
た
。
よ
っ
て
、
原
告
は
被
告
に
対
し
、
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
の
支
払
を
求
め
る
」﹇
司
法
研
修

所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二
〇
一
一
）
一
五
頁
﹈
と
い
う
だ
け
で
十
分
で
あ
り
、「
原
告
が
被
告
に
土
地
を
引
き
渡
し
た
か
ど
う

か
」
は
、
被
告
か
ら
同
時
履
行
の
抗
弁
が
な
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
原
告
が
次
の
段
階
で
「
再
抗
弁
」
と
し
て
主
張
す
べ
き
だ
か
ら

だ
と
い
う
の
で
あ
る
（
司
法
研
修
所
『
改
訂
・
紛
争
類
型
別
の
要
件
事
実
│
│
民
事
訴
訟
に
お
け
る
攻
撃
防
御
の
構
造
│
│
』
法
曹
会
（
二

〇
〇
六
）
八
頁
）。

さ
ら
に
奇
妙
な
こ
と
に
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
よ
れ
ば
、
第
二
に
、
原
告
の
言
い
分
で
あ
る
「
被
告
は
、
売
買
代
金
二

〇
〇
〇
万
円
を
未
だ
に
支
払
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
主
張
は
、
原
告
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
代
金
を
支
払
っ
た

か
ど
う
か
は
、
被
告
に
よ
る
「
弁
済
の
抗
弁
」
と
し
て
、
被
告
が
主
張
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
﹇
司
法
研
修

所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二
〇
一
一
）
四
九
頁
﹈。

確
か
に
、「
原
告
は
、
甲
土
地
を
二
〇
〇
〇
万
円
で
売
っ
た
。
よ
っ
て
、
原
告
は
、
被
告
に
対
し
て
二
〇
〇
〇
万
円
の
支
払
を
求

め
る
」﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二
〇
一
一
）
一
五
頁
﹈
と
い
う
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
基
づ
く
「
簡
潔
な
」

事
実
記
載
例
は
、
社
会
通
念
か
ら
い
っ
て
も
、「
被
告
が
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
っ
て
い
な
い
の
で
」
と
い
う
こ
と
を
当
然
に

含
意
し
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
、「
被
告
は
、
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
払
っ
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
主
張
を
す
る
ま
で
も
な
い
と
考
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
問
題
は
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
、「
被
告
は
、
代
金
二

〇
〇
〇
万
円
を
払
っ
て
く
れ
な
い
」
と
い
っ
て
も
許
さ
れ
る
が
、「
よ
け
い
な
こ
と
ま
で
い
わ
な
く
て
も
良
い
」
と
い
う
レ
ベ
ル
の

問
題
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
、
よ
り
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
が
同
一
主
体
に
帰
属
す
る
と
い
う

司法研修所の要件事実論に代わる「新しい要件事実論」の構築のために
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司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
立
場
か
ら
は
、「
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
っ
た
か
ど
う

か
」
と
い
う
問
題
は
、「
債
務
の
消
滅
原
因
」
の
問
題
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、「
被
告
が
主

張
・
立
証
す
べ
き
問
題
」
で
あ
っ
て
、
原
告
が
、「
被
告
は
、
二
〇
〇
〇
万
円
を
未
だ
支

払
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
主
張
を
訴
状
に
記
載
す
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
は
許
さ
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
（
表

参
照
）。

2

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
売
買
代
金
請
求
訴
訟
の
事
例
に
お
い
て
は
、
被
告

は
、「
代
金
の
折
り
合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
」
の
で
、
売
買
契
約
を
し
て
い
な
い
と
い
う
も

の
で
あ
る
た
め
、
被
告
が
、「
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
っ
た
」
と
い
う
主
張
は
、
永
久
に
な

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
設
例
に
お
い
て
、「
被
告
は
代
金
二
〇
〇
〇
万

円
を
支
払
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
主
張
は
、
原
告
は
理
論
的
に
主
張
し
て
は
な
ら
ず
、
被
告

は
、
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
う
意
思
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
が
反
対
事
実
を
主
張
す

る
こ
と
も
な
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
訴
状
に
は
、
全
く
記
載
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二
〇
〇
六
）
一
五
頁
﹈。

つ
ま
り
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
よ
れ
ば
、
設
問
で
最
も
重
要
な
争
点
で
あ
る

「
被
告
は
、
未
だ
に
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
っ
て
い
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
、
原
告
か
ら
主

張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ま
た
、
被
告
か
ら
は
、
そ
の
反
対
事
実
で
あ
る
「
被
告
は
、
二

〇
〇
〇
万
円
を
支
払
っ
た
」
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
結
局
、
争
点
と
し
て

主
張
す
る
こ
と
は
な
い
ま
ま
に
、
訴
訟
が
推
移
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
こ
の
問
題
が
、
当
事
者
が
「
主
張
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
が
、
主
張
す
る
ま
で
も
な
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1 請求原因
⑴ 原告は、被告に対し、平成 18 年 3 月 3 日、甲土地を代金 2000 万円で売った。
⑵ よって、原告は、被告に対し、上記売買契約に基づき、代金 2000 万円の支払を求
める。

2 請求原因に対する認否
請求原因⑴は否認する。

表 2 司法研修所の要件事実論による事実記載例
原告が「甲土地を引き渡したこと」も、

被告が「代金を支払わないこと」も全く記載されない

出典：司法研究所・新問題研究要件事実（2011）15 頁。



い
」
と
い
う
単
純
な
問
題
で
は
な
く
、
司
法
研
修
所
「
要
件
事
実
論
」
の
最
初
の
躓
き
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
在
の
訴
訟
手
続
に
お
い
て
は
、
訴
状
の
請
求
の
原
因
欄
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
新
様
式
の
判
決
書
に
お
い
て
も
、
争

点
が
明
確
と
な
る
よ
う
に
、「
被
告
は
現
在
に
至
る
ま
で
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
わ
な
い
」
と
書
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（﹇
中

野
・
民
事
裁
判
入
門
（
二
〇
一
〇
）
七
八
頁
﹈、
岡
口
基
一
『
要
件
事
実
マ
ニ
ュ
ア
ル
上
巻
〔
第
二
版
〕』（
二
〇
〇
七
）
四
七
頁
）、
司
法
研

修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
代
表
的
な
教
材
の
最
初
の
設
例
を
読
む
だ
け
で
、
実
務
と
は
、
完
全
に
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
は
、
原
告
の
主
張
を
、
単
な
る
権
利
の
「
発
生
」
原
因
と
考
え
る
の
で

は
な
く
、
権
利
の
「
存
在
」
原
因
と
考
え
る
た
め
、
原
告
は
、「
権
利
が
発
生
し
た
」
こ
と
で
は
足
ら
ず
、「
権
利
が
発
生
し
、
か
つ
、

権
利
が
消
滅
し
て
い
な
い
」
こ
と
ま
で
主
張
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
生
が
、
司
法
研
修
所
の
教
材
と
は
異
な

り
、
上
記
の
設
例
の
事
実
記
載
と
し
て
「
⑶

被
告
は
、
現
在
も
、
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
わ
な
い
」
と
い
う
主
張
を
付
加
し

た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
誤
り
で
あ
る
と
非
難
す
る
の
は
的
外
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
法
科
大
学
院
の
要
件
事
実
教
育
で
は
、
そ
の
よ
う
な
的
外
れ
の
教
育
が
、
現
実
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
設
例
に
お

い
て
、「
⑶

被
告
は
、
現
在
も
、
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
わ
な
い
」
と
い
う
主
張
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
学
生
た
ち
は
、

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
、
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
る
は
め
に
陥
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
訴
訟
物
と
し
て
「
権
利
主
張
」
を
行
う
べ
き
原
告
は
、
権
利
の
「
発
生
」
原
因
だ
け
で
な
く
、
権
利
の
「
存
在
」
原
因

（
権
利
が
発
生
し
、
か
つ
、
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
）
を
主
張
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
は
、
被
告
が
主
張
す
る
で
あ
ろ
う

権
利
の
「
阻
止
」
原
因
（
同
時
履
行
の
抗
弁
権
）、
お
よ
び
、
権
利
の
「
消
滅
」
原
因
（
弁
済
、
免
除
、
消
滅
時
効
等
）
を
踏
ま
え
て
、

売
買
契
約
の
成
立
だ
け
で
な
く
、
原
告
が
そ
の
言
い
分
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
を
訴
訟
に
反
映
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
司

法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
よ
う
に
、
原
告
が
、「
原
告
は
、
被
告
に
甲
土
地
を
引
き
渡
し
た
」（
被
告
の
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
踏
ま

え
た
「
せ
り
上
が
り
」）、
と
か
、「
被
告
は
、
現
在
も
、
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
わ
な
い
」（
被
告
の
消
滅
の
抗
弁
を
踏
ま
え
た
権
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利
存
続
の
主
張
）
と
か
の
権
利
の
「
存
在
」
原
因
を
主
張
す
る
こ
と
を
拒
む
べ

き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
主
張
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
訴
訟

の
進
行
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
、
争
点
が
明
確
と

な
っ
て
、
訴
訟
の
進
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
効
用
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、「
主
張
責
任
と
立
証
責

任
の
同
一
性
」
に
こ
だ
わ
る
余
り
、
当
事
者
の
言
い
分
を
訴
訟
に
反
映
す
る
こ

と
に
失
敗
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
は
、
主
張

責
任
と
立
証
責
任
と
は
、
そ
の
起
源
を
異
に
す
る
全
く
別
の
制
度
で
あ
り
、
主

張
責
任
と
立
証
責
任
と
が
同
一
主
体
に
帰
属
す
る
と
い
う
根
拠
の
な
い
理
論
に

は
荷
担
し
な
い
。「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
は
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論

と
は
異
な
り
、
争
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
た
め
、
当
事
者
の
言

い
分
を
無
視
す
る
こ
と
も
な
く
、
上
記
の
よ
う
に
、
当
事
者
の
言
い
分
を
す
べ

て
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
、
訴
訟
の
争
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
表

参
照
）。

3現
在
、
法
科
大
学
院
の
要
件
事
実
教
育
に
お
い
て
は
、
前
記
の
『
改
訂
・
問

題
研
究
要
件
事
実
│
│
言
い
分
方
式
に
よ
る
設
例
一
五
題
│
│
』
法
曹
会
（
二

〇
〇
六
）
が
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て

の
「
言
い
分
方
式
」
と
は
、
名
ば
か
り
で
、
当
事
者
の
「
言
い
分
を
無
視
す
る

方
式
」
に
堕
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
実
で
あ
ろ
う
。
司
法
改
革
の
要
請
に
応
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1 請求原因（権利の存在・行使原因）
⑴ 平成 23 年 3 月 3 日、甲土地を原告が被告に代金 2000 万円で売るという売買契約を
締結した。
⑵ 原告は、平成 23 年 3 月 3 日、被告に甲土地を引き渡した。
⑶ 被告は、現在も、代金 2000 万円を支払わない。
⑷ よって、原告は、被告に対し、上記売買契約に基づき、代金 2000 万円の支払を求
める。

2 請求原因に対する認否
請求原因⑴は否認する。
請求原因⑵は認める。
請求原因⑶は認める。ただし、契約が締結されていないので、支払う義務はない。

表 3「新しい要件事実論」による事実記載例
原告が「甲土地を引き渡したこと」も、

被告が「代金を支払わないこと」も記載できるようになる



え
て
設
立
さ
れ
た
法
科
大
学
院
に
お
い
て
、「
当
事
者
の
言
い
分
」
を
無

視
す
る
と
い
う
、
官
僚
的
で
権
威
主
義
的
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
現
実
を
黙
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

新
様
式
の
判
決
書
に
対
応
で
き
な
い

2司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
旧
来
の
判
決
書
の
書
き
方
を
前
提
に

し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
新
様
式
の
判
決
書
に
は
適
応
し
て
い
な
い
。
こ

れ
が
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
第
二
の
問
題
点
で
あ
る
。
新
様
式

の
判
決
書
に
お
い
て
は
、
錯
綜
す
る
争
点
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
書

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
民
事
訴
訟
法
一
四
七
条
の
二
参
照
、
岡
口
・
要
件

事
実
マ
ニ
ュ
ア
ル
上
巻
（
二
〇
〇
七
）
四
六
│
四
七
頁
）。
と
こ
ろ
が
、
司
法

研
修
所
の
要
件
事
実
論
で
は
、
原
告
の
言
い
分
を
、「
要
件
事
実
、
再
抗

弁
、
再
々
々
抗
弁
…
…
」、
被
告
の
言
い
分
を
「
否
認
ま
た
は
抗
弁
、

再
々
抗
弁
、
再
々
々
々
抗
弁
…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
段
階
的
に
、
か
つ
、

無
限
に
続
く
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
た
め
、
当
事
者
の
主
張
の
全
体
像
が

わ
か
り
に
く
く
、
口
頭
弁
論
が
終
わ
る
ま
で
争
点
が
明
確
に
な
ら
な
い
と

い
う
致
命
的
な
欠
陥
を
有
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
従
っ
て
判
決
を
書
く
と
、
当

事
者
の
言
い
分
が
反
映
さ
れ
ず
、
か
つ
、
事
実
の
全
体
像
が
見
渡
し
に
く
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図 2 司法研修所の要件事実論の特色（ブロック・ダイアグラム）

あ 請求原因 1

い 請求原因 2

う 請求原因 3

E1（抗弁１）
R（再抗弁）

R

E2（抗弁２）

Kg（請求原因） カ
さ

し

ク

ケ

キ

抗弁 1－1
再抗弁 1

抗弁 1－2

抗弁 2－1

抗弁 2－2

▲

自白
自白

自白

不知

顕著

再抗弁 2

▲

不知
E1

E2

出典：司法研修所・言い分方式設例 15 題（2006）20 頁、同・新問題研究要件事実（2011）
18 頁。

注：原告の請求（Kg）、被告の抗弁（E）、原告の再抗弁（R）、
被告の再々抗弁（D）、原告の再々々抗弁（T）……
というように、当事者の主張が、無限に後退していく。
このため、全体像を把握することが困難となっている。



く
な
る
た
め
「
骨
皮
筋
右
衛
門
判
決
」
と
か
、「
骸
骨
の
裸
踊
り
判
決
」
だ
と
か
言
わ
れ
る
よ
う
な
判
決
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、「
ご
く
簡
単
な
事
件
で
も
、
請
求
原
因
、
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
、
抗
弁
、
そ
れ
に
対
す
る
認
否
、
再
抗
弁
、
そ
れ
に

対
す
る
認
否
、
再
々
抗
弁
、
と
い
う
ふ
う
な
組
立
て
を
し
な
け
れ
ば
判
決
が
書
け
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
判
決
書
き
の
阻
害
要
因

と
な
っ
て
き
た
。
裁
判
官
に
よ
る
以
下
の
記
述
は
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
﹇「
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
民
事
判
決
書
の

新
様
式
に
つ
い
て
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
四
一
号
（
一
九
九
一
）
六
頁
（
岨
野
悌
介
大
阪
地
裁
判
事
）﹈。

従
来
型
の
判
決
は
、
徹
底
す
れ
ば
、
司
法
研
修
所
に
お
け
る
要
件
事
実
教
育
に
基
礎
を
置
き
、
要
件
事
実
該
当
の
事
実
だ
け
を
書
い
て
判

断
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
は
、
そ
の
よ
う
な
教
育
を
司
法
研
修
所
で
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
判
決
を

書
き
ま
す
と
、
骨
と
皮
だ
け
の
判
決
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
骨
皮
筋
右
衛
門
判
決
だ
と
か
、
骸
骨
の
裸
踊
り
判
決
だ
と
か
い
う
よ
う
に
酷
評

さ
れ
る
よ
う
な
判
決
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
が
司
法
研
修
所
で
修
習
し
て
お
り
ま
し
た
と
き
に
、
教
官
か
ら
司
法
研
修

所
に
い
る
間
だ
け
は
、
そ
う
し
た
骨
と
皮
だ
け
の
判
決
を
書
け
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
た
覚
え
が
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
一
五

期
の
司
法
修
習
生
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
司
法
研
修
所
で
か
な
り
徹
底
し
た
要
件
事
実
教
育
を
受
け
た
た
め
か
と
思
い
ま
す
が
、
裁
判
官
に

な
っ
て
か
ら
も
、
要
件
事
実
に
し
ば
ら
れ
て
、
判
決
を
書
く
う
え
で
窮
屈
な
思
い
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
う
い
っ
た
骨
皮
筋
右
衛
門
の
判
決
は
、
実
際
の
裁
判
実
務
で
は
、
な
か
な
か
使
え
ま
せ
ん
。

裁
判
官
に
な
っ
て
以
降
、
先
輩
か
ら
、
実
務
に
お
い
て
は
骨
皮
筋
右
衛
門
判
決
に
そ
れ
相
当
の
肉
付
け
や
修
正
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
、
実
務
で
使
わ
れ
て
い
る
判
決
は
、
文
字
ど
お
り
の
骨
皮
筋
右
衛
門
判
決
な
ど
と
い
う
の
は
ま
ず
な
く
、
そ

れ
に
裁
判
官
が
個
々
に
、
い
ろ
い
ろ
な
肉
付
け
を
し
た
り
、
ま
た
、
た
と
え
ば
主
張
責
任
の
分
配
法
則
等
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
修
正
を

加
え
た
り
し
な
が
ら
、
多
少
論
理
性
を
損
な
う
こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
な
ん
と
か
読
み
や
す
い
判
決
を
書
こ
う
と
心
掛
け
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
要
件
事
実
を
極
端
な
ま
で
に
こ
ま
か
く
充
足
さ
せ
な
が
ら
、
主
張
責
任
を
的
確
に
分
配
し
て
判
決
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
と
、
ご
く
簡
単
な
事
件
で
も
、
請
求
原
因
、
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
、
抗
弁
、
そ
れ
に
対
す
る
認
否
、
再
抗
弁
、
そ
れ
に
対
す
る
認
否
、
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再
々
抗
弁
、
と
い
う
ふ
う
な
組
立
て
を
し
な
け
れ
ば
、
判
決
が
書
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
が
、
現
実
に
は
、
そ
の
よ
う
な

階
段
状
に
組
み
立
て
て
い
く
判
決
は
、
裁
判
官
は
ま
ず
書
か
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ま
で
も
、
な
に
が
し
か
の
工

夫
を
、
わ
れ
わ
れ
は
し
て
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
判
決
書
の
様
式
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
判
決
書
の
新
し
い
様
式
に
お
い
て
は
、
要
件
事
実
論
に
よ
ら

な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
高
橋
宏
志
『
重
点
講
義
民
事
訴
訟
法
上
』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
五
）
四
七
六
頁
）。
ま
た
、
判
決
書

の
書
き
方
の
新
様
式
を
提
言
す
る
裁
判
官
た
ち
に
よ
っ
て
も
、
判
決
書
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
司
法
研
修
所
の
要

件
事
実
論
を
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
﹇
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
・
判
決
書
の
新
様
式
（
一
九
九
一
）
七
、
八
頁
（
岨
野
大
阪

地
裁
判
事
）﹈。

主
張
責
任
の
分
配
法
則
に
従
っ
た
要
件
事
実
に
よ
る
整
理
は
判
決
の
中
で
す
る
こ
と
は
あ
き
ら
め
よ
う
と
い
う
点
だ
け
は
、
委
員
の
意
見
は

一
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
判
決
書
を
書
く
に
際
し
て
、
従
来
の
要
件
事
実
論
は
、
抗
弁
、
再
抗
弁
、
再
々
抗
弁
…
…
と
い
う
無
限
後
退
に
陥

る
と
い
う
点
で
障
害
と
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
指
針
と
は
な
り
得
な
い
。
判
決
書
き
の
観
点
か
ら
は
、
従
来
の
要
件
事
実
論
は
、

今
や
歴
史
的
役
割
を
終
え
て
お
り
、
実
務
に
も
使
え
な
い
理
論
で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
、
理
論
と
実
務
と
を
架
橋
す
る
と
い
う
法
科

大
学
院
の
教
育
目
標
に
も
適
し
な
い
理
論
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
要
件
事
実
論
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
従

来
の
要
件
事
実
論
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
事
者
の
言
い
分
を
訴
状
に
正
確
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る
。
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司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
訴
訟
に
奉
仕
す
る
た
め
に
、
実
体
法
の
要
件
を
構
造
的
に
分
類
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
実
は
、
そ
の
意
図
と
は
逆
に
、
訴
訟
を
分
か
り
に
く
く
す
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

学
問
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
大
学
教
育
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

3司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
権
威
主
義
的
な
性
質
が
強
く
、
学
問
的
な
批
判
に
全
く
対
応
で
き
ず
、
仲
間
内
だ
け
で
通
用
す

る
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
理
論
と
な
っ
て
お
り
、
学
問
の
自
由
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
大
学
教
育
に
と
っ
て
適
合
的
で
な
い
。
こ
れ
が
、
司

法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
第
三
の
問
題
点
で
あ
る
。

要
件
事
実
論
は
、
司
法
研
修
所
の
教
官
、
主
と
し
て
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
理
論
で
あ
り
、
学
問
の
自
由
が
保
障

さ
れ
な
い
状
況
の
中
で
構
成
さ
れ
て
き
た
た
め
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
当
事
者
の
言
い
分
を
無
視
す
る
」、「
古
い
判
決
書
き
を

模
範
と
し
、
新
し
い
判
決
書
き
に
順
応
し
な
い
」
と
い
う
、
権
威
的
・
官
僚
的
な
性
質
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
一
言
で
言

え
ば
、「
反
対
論
を
許
さ
な
い
」
と
い
う
点
に
あ
る
。

た
と
え
ば
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
第
一
の
特
色
は
、「
主
張
責
任
と
立
証
責
任
の
帰
属
が
常
に
同
一
主
体
と
な
る
」
と

い
う
点
に
あ
る
（
司
法
研
修
所
『
増
補
・
民
事
訴
訟
に
お
け
る
要
件
事
実
〔
第
一
巻
〕』
法
曹
会
（
一
九
八
六
）
二
一
頁
、﹇
司
法
研
修
所
・

言
い
分
方
式
設
例
一
五
題
（
二
〇
〇
六
）
九
頁
﹈）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
学
者
に
よ
っ
て
強
く
批
判
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
司
法
研
修
所
は
、
そ
の
批
判
を
か
た
く
な
に
拒
絶
し
て
き
た
（
た
だ
し
新
版
﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実

八
頁
﹈
で
は
、「
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
と
す
る
考
え
方
も
あ

り
ま
す
。」
と
い
う
よ
う
に
、
絶
対
的
決
め
つ
け
か
ら
の
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
が
見
ら
れ
る
）。

し
か
し
、「
主
張
責
任
」
と
「
立
証
責
任
」
と
は
、
本
来
そ
の
趣
旨
を
異
に
し
て
い
る
。「
主
張
責
任
」
は
、
弁
論
主
義
の
要
請
か

ら
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
の
主
張
が
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
裁
判
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
原
則
を
反
映
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し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
立
証
責
任
」
は
、
真
偽
不
明
の
場
合
に
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
守
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
裁
判
官
に
真
偽
不
明
の
場
合
で
も
、
要
件
事
実
が
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
（
原
則
）、
ま
た
は
、
要
件
事
実
が
あ
る
か
の

よ
う
に
（
例
外
、
立
証
責
任
の
転
換
）
判
断
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
民
事
訴
訟
法
の
通
説
に
お
い
て
も
、
以
下
の
よ
う

に
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

弁
論
主
義
の
下
で
は
、
証
明
責
任
が
問
題
と
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
も
（
例
え
ば
、
公
知
の
事
実
、
証
拠
調
べ
の
結
果
心
証
を
得
た
事

実
）、
当
事
者
の
主
張
の
有
無
が
問
題
と
な
る
点
で
、
主
張
責
任
は
、
証
明
責
任
と
は
別
個
の
概
念
と
し
て
意
味
を
も
つ
。（
金
子
宏
ほ
か
編

『
法
律
学
小
辞
典
〔
第
四
版
補
訂
版
〕』
有
斐
閣
（
二
〇
〇
八
））

つ
ま
り
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
の
間
に
は
、
必
然
的
な
関
係
は
な
く
、
主
張
責
任
の
主
体
と
立
証
責
任
の
主
体
は
異
な
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
訴
訟
当
事
者
に
と
っ
て
は
、
何
ら
問
題
は
生
じ
な
い
。
問
題
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
裁
判
官
に
と
っ
て
、
立
証
責

任
に
即
し
た
画
一
的
な
訴
訟
指
揮
を
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う
点
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
民
の
た
め
の
裁
判
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
に
お
い
て
、
裁
判
官
の
都
合
だ
け
で
訴
訟
指
揮
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
を
異
な
る
も
の
と
し
、
一
方
で
、「
主
張
責
任
」
は
、
分
か
り
易
さ
を
旨
と
し
実
体

法
の
条
文
に
忠
実
に
構
成
し
、
他
方
で
、「
立
証
責
任
」
は
、
実
体
法
の
条
文
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
証
明
の
難
易
、
証
拠
か
ら
の
距

離
な
ど
を
考
慮
し
て
、
公
平
の
観
点
か
ら
柔
軟
な
解
釈
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
要
件
事
実
論
は
、
第
一
に
、
そ
の
硬
直
性
の
故
に
当
事
者
の
言
い
分
を
十
分
に
反
映
で
き
ず
（
当
事
者
の

言
い
分
の
無
視
）、
第
二
に
、
争
点
を
ま
と
め
て
わ
か
り
や
す
く
記
述
す
る
と
い
う
新
様
式
の
判
決
書
の
作
成
に
と
っ
て
も
弊
害
と

な
っ
て
お
り
（
新
し
い
実
務
に
不
適
合
）、
第
三
に
、
民
事
訴
訟
法
の
理
論
と
の
整
合
性
を
欠
い
て
お
り
、
学
問
的
に
も
大
き
な
欠
陥
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を
有
し
て
い
る
。

Ⅲ

法
科
大
学
院
に
お
い
て
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
を
教
え
る
こ
と
の
問
題
点

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
司
法
研
修
所
に
よ
る
公
刊
物
と
い
う
権
威
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
法
科
大
学
院

の
教
育
に
は
欠
か
せ
な
い
教
科
と
し
て
、
全
国
の
法
科
大
学
院
で
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論

は
、
前
記
の
よ
う
な
欠
陥
を
有
し
て
い
る
た
め
、
法
科
大
学
院
に
お
い
て
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
を
教
材
と
し
て
教
育
す
る

こ
と
は
、
惨
憺
た
る
結
果
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
科
大
学
院
に
お
い
て
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
を
教
材
と
し
て

教
育
を
行
う
と
、
そ
の
理
論
的
破
綻
を
学
生
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
に
、
学
生
を
混
乱
に
陥
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

訴
訟
物
理
論
と
の
不
適
合

1司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
訴
訟
物
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
旧
訴
訟
物
理
論
に
よ
る
と
し
な
が
ら
、
請
求
の
趣
旨
の
記
載
に

つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
通
説
で
あ
る
新
訴
訟
物
理
論
に
し
た
が
っ
た
記
載
方
法
を
採
用
し
て
お
り
、
論
理
的
な
誤
り
に
陥
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

わ
が
国
の
実
務
は
、
旧
訴
訟
物
理
論
に
よ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
設
例
﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二

〇
一
一
）
一
頁
﹈
の
場
合
、
売
買
契
約
に
基
づ
く
代
金
請
求
訴
訟
の
訴
訟
物
は
、「
売
買
代
金
請
求
権
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
生
が
、

請
求
の
趣
旨
と
し
て
、「
被
告
は
、
原
告
に
対
し
て
、
売
買
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
え
」
と
書
く
と
、
実
務
の
扱
い
と
は
異
な

る
と
し
て
、
誤
り
と
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
教
科
書
に
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
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請
求
の
趣
旨
は
、「
被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
え
。」
と
記
載
し
ま
す
。「
被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
売
買
代
金
二

〇
〇
〇
万
円
を
支
払
え
。」
と
は
し
ま
せ
ん
。﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二
〇
一
一
）
二
頁
﹈

し
か
し
、
こ
の
教
科
書
で
は
、
売
買
契
約
に
基
づ
い
て
売
買
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
の
支
払
い
を
求
め
る
請
求
と
、
不
法
行
為
に
基
づ

い
て
損
害
賠
償
と
し
て
二
〇
〇
〇
万
円
の
支
払
を
求
め
る
場
合
と
で
は
訴
訟
物
が
異
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

訴
訟
物
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
新
訴
訟
物
理
論
と
旧
訴
訟
物
理
論
と
の
対
立
が
あ
り
ま
す
が
、
実
務
は
旧
訴
訟
物
理
論
に
よ
っ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
上
の
請
求
は
、
実
体
法
上
の
個
別
的
・
具
体
的
な
請
求
権
の
主
張
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
そ
の
特
定
、
識
別

も
、
実
体
法
上
の
個
々
の
請
求
権
を
基
準
と
し
て
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二
〇
一
一
）
三
頁
﹈

そ
う
だ
と
す
る
と
、
学
生
た
ち
が
、
訴
訟
物
を
特
定
す
る
も
の
と
し
て
の
「
請
求
の
趣
旨
」
と
し
て
「
被
告
は
、
原
告
に
対
し
て
、

売
買
代
金
二
〇
〇
〇
万
円
を
支
払
え
」
と
書
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
誤
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
は
な
い
。
し
か
し
、

現
実
の
法
科
大
学
院
の
教
育
に
お
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
学
生
の
答
案
を
誤
り
と
す
る
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

権
利
主
張
と
は
何
か
に
つ
い
て
の
誤
解

2司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
原
告
は
、
権
利
の
「
発
生
」
だ
け
を
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
権

利
の
「
存
在
」（
権
利
が
発
生
し
、
か
つ
、
権
利
が
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
）
の
主
張
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、「
権
利
の
存
在
の
主
張
」
お
よ
び
そ
の
根
拠
と
し
て
の
「
請
求
原
因
」
と
は
、「
権
利
が
発
生
し
、
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か
つ
、
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
」
で
あ
る
の
に
、
単
に
「
権
利
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
」
と
誤
解
し
て
い
る
。

貸
金
返
還
請
求
事
件
の
場
合
、
原
告
の
主
張
は
、「
貸
し
た
の
に
返
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
債
権
の
「
存
在
」
の
主
張

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
答
弁
と
し
て
被
告
が
、「
借
り
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
、
借
り
た
が
返
し
た
」
で
あ
れ
ば
論
理
的
に
正
し
い
。

し
か
し
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、「
借
り
て
い
な
い
け
れ
ど
返
し
た
」
と
い
う
主
張
が
論
理
的
に
正

し
い
と
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
な
「
詭
弁
」
で
あ
っ
て
、「
権
利
の
存
在
（
請
求
原
因
）」
と
は
何
か
を
理
解
し
て
い
な
い
証
左
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
（
な
お
、
新
版
（
新
問
題
研
究
要
件
事
実
）
で
は
、
次
の
引
用
部
分
の
う
ち
「
例
え
ば
」
以
下
の
文
章
は
全
部
削
除
さ
れ

る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
被
告
は
、
請
求
原
因
を
否
認
し
た
場
合
で
も
、
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
二
二
頁
）
と
い
う
記

述
は
残
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
本
質
的
な
誤
り
は
な
お
改
善
さ
れ
て
い
な
い
）。

抗
弁
は
、
請
求
原
因
を
否
認
し
た
場
合
で
も
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
貸
金
請
求
の
事
例
に
お
い
て
、
原
告
が
請
求
原
因

と
し
て
「
被
告
に
対
し
て
一
〇
〇
万
円
を
貸
し
た
。」
と
主
張
し
た
場
合
、
こ
れ
に
対
し
、
被
告
が
「
自
分
は
借
り
て
い
な
い
け
れ
ど
返
し

た
。」
と
主
張
し
た
と
し
ま
す
。

「
借
り
て
い
な
い
け
れ
ど
返
し
た
。」
な
ど
と
い
う
主
張
は
、
日
常
生
活
で
は
全
く
矛
盾
し
た
お
か
し
な
主
張
で
す
。
し
か
し
、
要
件
事
実

と
し
て
分
類
す
れ
ば
、「
借
り
て
い
な
い
」
と
い
う
主
張
は
、
原
告
の
消
費
貸
借
契
約
の
主
張
に
対
す
る
否
認
で
あ
り
、「
返
し
た
」
と
い
う

主
張
は
弁
済
の
抗
弁
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
論
理
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
主
張
も
成
り
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。﹇
司
法
研
修

所
・
言
い
分
方
式
設
例
一
五
題
（
二
〇
〇
六
）
二
四
頁
﹈

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
こ
の
よ
う
な
「
詭
弁
」
に
陥
っ
て
い
る
理
由
は
、
権
利
の
存
在
と
権
利
の
発
生
と
を
取
り
違
え
て

い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
真
の
原
因
は
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
、
立
証
責
任
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
原
告
が
立
証
責
任
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を
負
う
「
権
利
が
発
生
し
た
」
こ
と
だ
け
を
主
張
す
べ
き
で
あ
る
と
解
し
、「
権
利
が
消
滅
し
て
い
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ

の
反
対
事
実
、
例
え
ば
、
弁
済
等
に
よ
っ
て
「
権
利
が
消
滅
し
た
」
こ
と
は
、
抗
弁
と
し
て
被
告
が
主
張
・
立
証
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
、
原
告
の
言
い
分
を
十
分
に
反
映
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
原
因
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に

論
じ
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、「
権
利
の
発
生
」
要
件
に
該
当
す
る
事
実
と
「
権
利
の
消
滅
」
要
件
に
該
当
す
る
事
実

と
を
切
り
離
し
、
原
告
は
「
権
利
発
生
し
た
こ
と
だ
け
を
主
張
す
れ
ば
よ
く
、
権
利
が
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
原
告
が
主
張
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
す
る
こ
と
は
、
上
記
の
第
一
の
売
買
契
約
に
お
け
る
第
一
の
設
例
に
お
い
て
も
、「
被
告
は
、
未
だ
に
二
〇
〇

〇
万
円
を
支
払
わ
な
い
」
と
い
う
主
張
が
で
き
な
い
と
い
う
欠
陥
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
し
か
し
、
司
法
研
修
所
の
要
件

事
実
論
の
欠
陥
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
特
に
、
貸
借
型
の
訴
訟
類
型
に
お
い
て
大
き

な
問
題
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
特
色
と
し
て
、「
売
買
型
」
と
「
貸
借
型
」
と
を
厳
格
に
区
別
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、「
貸

借
型
」
の
特
色
は
、
権
利
の
消
滅
要
件
に
か
か
わ
る
「
弁
済
」
期
の
合
意
が
不
可
欠
だ
と
い
う
点
に
あ
る
﹇
司
法
研
修
所
・
言
い
分

方
式
設
例
一
五
題
（
二
〇
〇
六
）
四
一
│
四
二
頁
﹈（
な
お
、
弁
済
期
の
合
意
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
新
版
（
新
問
題
研

究
要
件
事
実
（
二
〇
一
一
）
四
〇
│
四
六
頁
）
で
は
、
こ
れ
を
改
説
し
、
弁
済
期
の
合
意
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

弁
済
期
（
返
還
時
期
）
の
到
来
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
変
え
て
い
な
い
）。
し
た
が
っ
て
、「
貸
借
型
」
の
請
求
に
お
い
て
は
、

原
告
は
、「
返
還
時
期
の
合
意
」
が
あ
る
場
合
に
は
、「
返
還
時
期
が
到
来
し
た
こ
と
」
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、「
返
還
時
期
が
到
来
し
た
」
こ
と
を
原
告
が
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
「
被
告
が
返
還
し
た
か
ど
う
か
」
は
主
張
し
な
く
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、「
被
告
が
弁
済
し
た
か
ど
う
か
」
は
、
被
告
が
主
張
・
立
証
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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確
か
に
、「
貸
借
型
」
と
は
異
な
る
「
売
買
型
」
の
代
金
請
求
事
件
で
あ
れ

ば
、
売
買
目
的
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
訴
訟
物
が
異
な
る
の
で
あ

る
か
ら
、
被
告
か
ら
同
時
履
行
の
抗
弁
が
提
出
し
て
か
ら
「
目
的
物
の
引
渡

し
」
を
問
題
と
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
、
理
解
が
可
能
で
あ

る
。し

か
し
、「
貸
借
型
」
の
場
合
に
は
、
目
的
物
の
「
返
還
時
期
の
到
来
」
が

要
件
事
実
で
あ
っ
て
、
原
告
は
、
そ
の
主
張
・
立
証
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
つ
つ
、
実
際
の
「
返
還
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
」
は
、
原
告
が
主
張
し
な

く
て
よ
い
と
い
う
の
で
は
、
訴
訟
の
争
点
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
原
告
の
権
利
主
張
（
訴
訟
物
）
は
、「
権
利
が
発

生
し
た
」（
お
金
を
貸
し
た
）
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
「
権
利
が
発
生
し
、

か
つ
、
消
滅
し
て
い
な
い
」（
お
金
を
貸
し
た
が
、
ま
だ
、
返
し
て
く
れ
な
い
）
と

い
う
、「
権
利
の
存
在
」
の
主
張
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

原
告
の
権
利
主
張
に
対
し
て
、
被
告
の
主
張
は
、「
権
利
が
発
生
し
て
い
な

い
か
、
ま
た
は
、
権
利
が
消
滅
し
て
い
る
」（
お
金
を
借
り
て
い
な
い
か
、
借
り

た
と
し
て
も
返
し
た
（
弁
済
し
た
）
か
、
ま
た
は
、
免
除
、
時
効
な
ど
に
よ
っ
て
消

滅
し
た
）
と
い
う
主
張
で
あ
っ
て
、
両
当
事
者
間
で
両
立
す
る
主
張
は
一
つ
も

含
ま
れ
て
い
な
い
（
表

参
照
）。
両
立
す
る
主
張
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら

4

こ
そ
、
一
方
の
主
張
と
他
方
の
主
張
と
が
嚙
み
合
い
、
訴
訟
で
は
、
ど
ち
ら
か
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表 4 権利の存在（権利が発生し、かつ、消滅していない）
における主張責任と立証責任の分離

当事者の
立証責任原告の権利主張

当事者の主張責任
（原則として原告が負担するが
どちらの側から主張してもよい） 原告 被告

金銭の返還の合意 ○ －

金銭の交付 ○ －
貸金債権の発生の
有無

弁済期の合意・到来 ○ －

弁済など（弁済、相殺、更改） － ○

（原則）
権利が発生し、かつ、
権利が消滅していない
（貸金返還請求の場合）
貸した（発生した）のに、
返さない（消滅していな
い）

貸金債権の消滅の
有無 免除など（免除、混同、消滅時効） － ○



一
方
が
勝
訴
し
、
他
方
が
敗
訴
す
る
の
で
あ
る
。

貸
金
返
還
請
求
事
件
の
場
合
の
原
告
の
主
張
は
、「
金
を
貸
し
た
が
、
金
を
返
さ
な
い
」
で
あ
り
、
被
告
の
主
張
は
、「
金
を
借
り

て
い
な
い
か
、
又
は
、
借
り
た
が
返
し
た
の
で
債
務
が
消
滅
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
両
当
事
者
の
主
張
が
併
存
す
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
、「
借
り
て
い
な
い
け
れ
ど
返
し
た
」
と
い
う
主
張
が
正
し
い
と
い
う
の
は
、
権
利

の
存
在
（
発
生
し
か
つ
消
滅
し
て
い
な
い
）
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。

現
実
の
訴
訟
に
お
い
て
は
、
原
告
は
、
権
利
の
存
在
、
す
な
わ
ち
、「
権
利
が
発
生
し
、
か
つ
、
権
利
が
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
」

を
適
用
さ
れ
る
べ
き
条
文
に
基
づ
い
て
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
権
利
の
不
存
在
、
す
な
わ
ち
、「
権
利
は
発

生
し
な
い
か
、
ま
た
は
、
権
利
が
発
生
し
た
と
し
て
も
消
滅
し
た
こ
と
」
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
者
の
言
い
分
は
、
真
っ

向
か
ら
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
と
は
異
な
り
、
決
し
て
、
主
張
に
お
い
て
併
存
・
両
立
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
原
告
が
「
権
利
が
発
生
し
、
か
つ
、
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
主
張
し
、
被
告
が
「
権
利
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、

ま
た
は
、
権
利
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
」
を
主
張
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
権
利
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
」
に
関
す
る
要
件
に
該

当
す
る
事
実
に
つ
い
て
は
、
原
告
に
立
証
責
任
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、「
権
利
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
」
に
関
す
る
要
件
に
該

当
す
る
事
実
に
つ
い
て
は
、
被
告
に
立
証
責
任
が
あ
る
の
は
、
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
は
、
新
し
い
要
件
事
実
論
に
よ
れ
ば
、「
発
生
し
た
権
利
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
消
滅
し
た
と
い
う
こ
と
が
立
証
さ
れ

な
い
限
り
、
存
在
す
る
と
い
う
、
広
い
意
味
で
の
「
法
律
上
の
推
定
」
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、
司
法
研

修
所
の
要
件
事
実
論
に
お
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
そ
の
結
果
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

あ
る
権
利
の
発
生
原
因
事
実
が
立
証
さ
れ
た
と
き
は
、
消
滅
等
の
点
に
つ
い
て
立
証
が
な
い
限
り
、
そ
の
権
利
は
存
続
し
て
い
る
も
の
と

司法研修所の要件事実論に代わる「新しい要件事実論」の構築のために

221



扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。﹇
司
法
研
修
所
・
言
い
分
方
式
設
例
一
五
題
（
二
〇
〇
六
）
八
頁
﹈

と
こ
ろ
で
、「
法
律
上
の
推
定
」
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
法
律
要
件
要
素
の
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
は
常
に
食
い
違
う
。

次
に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
例
え
ば
、
短
期
取
得
時
効
（
民
法
一
六
二
条
二
項
）
の
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
あ
る

人
が
目
的
物
を
一
〇
年
間
、
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
、
平
穏
か
つ
公
然
と
占
有
し
、
占
有
の
開
始
の
と
き
に
善
意
か
つ
無
過
失
で
あ

れ
ば
、
そ
の
人
は
、
目
的
物
を
時
効
取
得
す
る
（
民
法
一
六
二
条
）。
そ
し
て
、
占
有
に
つ
い
て
は
、「
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
、
善

意
で
、
平
穏
に
、
か
つ
、
公
然
と
占
有
を
す
る
も
の
と
推
定
す
る
」（
民
法
一
八
六
条
一
項
）
と
い
う
法
律
上
の
推
定
規
定
が
存
在
す

る
。
こ
の
場
合
、
原
告
の
「
主
張
責
任
」
は
、
民
法
一
六
二
条
二
項
の
条
文
に
忠
実
に
、「
一
〇
年
間
、
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
、

善
意
で
、
平
穏
に
、
か
つ
、
公
然
と
占
有
し
、
占
有
開
始
の
時
に
善
意
か
つ
無
過
失
で
あ
っ
た
」
こ
と
の
す
べ
て
に
及
ぶ
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
告
の
「
立
証
責
任
」
は
、
民
法
一
八
六
条
一
項
の
「
法
律
上
の
推
定
」
が
あ
る
た
め
、「
一
〇
年
間
占

有
し
た
こ
と
、
占
有
の
開
始
時
に
無
過
失
で
あ
っ
た
こ
と
」
の
み
で
あ
る
。
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
こ
の
よ
う
な
明
ら
か

な
「
主
張
責
任
と
立
証
責
任
の
分
離
」
で
さ
え
認
め
よ
う
と
は
せ
ず
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
民
法
一
八
六
条
一
項
の
規
定
は
、
同

条
二
項
の
規
定
と
は
異
な
り
、「
暫
定
真
実
（
Interim
sw
ahrheit）」
で
あ
っ
て
、「
法
律
上
の
推
定
」
で
は
な
い
と
い
う
無
意
味
な

こ
じ
つ
け
を
行
っ
て
い
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
箇
所
で
、
自
己
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る
。

し
か
も
、
そ
の
矛
盾
を
避
け
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
に
、
実
体
法
の
条
文
を
書
き
換
え
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
ま
で
及
ぶ
こ

と
に
な
る
。

主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
を
同
一
主
体
に
帰
属
さ
せ
る
た
め
の
越
権
行
為

3Ａ

民
法
一
六
二
条
二
項
（
短
期
取
得
時
効
の
要
件
）
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民
法
は
、
短
期
取
得
時
効
に
関
し
て
「
一
〇
年
間
、
所
有

の
意
思
を
も
っ
て
、
平
穏
に
、
か
つ
、
公
然
と
他
人
の
物
を

占
有
し
た
者
は
、
そ
の
占
有
の
開
始
の
時
に
、
善
意
で
あ
り
、

か
つ
、
過
失
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
す

る
」（
民
法
一
六
二
条
二
項
）
と
規
定
し
て
い
る
。

第
一
六
二
条
（
所
有
権
の
取
得
時
効
）

②
一
〇
年
間
、
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
、
平
穏
に
、
か
つ
、

公
然
と
他
人
の
物
を
占
有
し
た
者
は
、
そ
の
占
有
の
開
始
の

時
に
、
善
意
で
あ
り
、
か
つ
、
過
失
が
な
か
っ
た
と
き
は
、

そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
。

そ
し
て
、
民
法
一
六
二
条
二
項
の
要
件
の
う
ち
、「
所
有

の
意
思
を
も
っ
て
、
平
穏
に
、
か
つ
、
公
然
と
他
人
の
物
を

占
有
し
た
」
か
ど
う
か
、「
占
有
の
開
始
の
時
に
、
善
意
」

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
そ
れ

ら
の
要
件
は
、
す
べ
て
、
法
律
上
の
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
一
八
六
条
（
占
有
の
態
様
等
に
関
す
る
推
定
）
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表 5 民法 162 条 2 項における主張責任と立証責任との分離

主張責任 立証責任

民法162条２項の
法律要件

原則として原告
（どちらの側から
主張してもよい）

原告 被告
被告が立証すべき

反対事実

始期 ○ －

継続 － ○ 占有の中断があった、または、10年間

終期

10年間にわたって  

○ －

自主占有 － ○ 他主占有である、または、

平穏占有 － ○ 強暴占有である、または、

－ ○ 隠秘占有である、または、

善意占有

自主占有を
平穏かつ
公然と、
善意で行った

－ ○ 悪意占有である

占有の開始時に無過失
占有開始時に
無過失であった

○ －

公然占有



①
占
有
者
は
、
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
、
善
意
で
、
平
穏
に
、
か
つ
、
公
然
と
占
有
を
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
民
法
一
八
二
条
一
項
の
法
律
上
の
推
定
の
下
で
民
法
一
六
二
条
二
項
が
適
用
さ
れ
る
と
、
原
告
が
主
張
す
べ
き
上

記
の
要
件
の
う
ち
、「
占
有
の
開
始
の
時
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
こ
と
」
お
よ
び
、「
占
有
の
開
始
の
時
に
、
無
過
失
で
あ
っ
た
こ

と
」
だ
け
に
つ
い
て
、
原
告
に
立
証
責
任
が
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
結
果
、
原
告
の
「
主
張
責
任
」（
占
有
開
始
の
時
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
、
原
告
が
所
有
の
意
思
を
も
っ
て
、
平
穏
に
、
か
つ
、
公

然
と
他
人
の
物
を
占
有
し
、
占
有
開
始
の
時
に
無
過
失
で
あ
っ
た
こ
と
す
べ
て
に
つ
い
て
、
原
告
が
主
張
責
任
を
負
う
）
と
原
告
の
「
立
証

責
任
」（
占
有
開
始
の
時
か
ら
一
〇
年
が
経
過
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
占
有
開
始
の
時
に
無
過
失
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
に
つ
い
て
立
証
責
任
を

負
う
）
と
の
間
に
明
白
な
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
結
果
を
認
め
る
と
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
る
「
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
の
帰
属
主
体
は

常
に
一
致
す
る
」﹇
司
法
研
修
所
・
言
い
分
方
式
設
例
一
五
題
（
二
〇
〇
六
）
九
頁
﹈
と
い
う
大
原
則
が
破
綻
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
こ
の
矛
盾
を
糊
塗
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
に
、
司
法
の
権
限
を
越
え
て
、
民
法
の

条
文
を
書
き
換
え
（
読
み
替
え
）
る
こ
と
を
提
案
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

民
法
一
六
二
条
二
項
は
、
一
八
六
条
一
項
を
併
せ
て
読
む
と
、「
不
動
産
を
一
〇
年
間
占
有
し
た
者
は
、
そ
の
占
有
の
始
め
に
過
失
が
な

か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
有
権
を
取
得
す
る
。
た
だ
し
、
所
有
の
意
思
が
な
か
っ
た
と
き
、
強
暴
若
し
く
は
隠
秘
に
占
有
し
た
も

の
で
あ
る
と
き
又
は
占
有
の
始
め
に
悪
意
で
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。﹇
司
法
研

修
所
・
言
い
分
方
式
設
例
一
五
題
（
二
〇
〇
六
）
一
一
七
頁
﹈
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第
一
六
二
条
（
所
有
権
の
取
得
時
効
）
の
司
法
研
修
所
に
よ
る
読
み
替
え

②
一
〇
年
間
、
あ
る
物
を
占
有
し
た
者
は
、
そ
の
占
有
の
開
始
の
時
に
、
過
失
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
。
た
だ
し
、

そ
の
者
に
所
有
の
意
思
が
な
か
っ
た
と
き
、
強
暴
若
し
く
は
隠
秘
に
占
有
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
又
は
占
有
の
始
め
に
悪
意
で
あ
っ
た
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
法
律
上
の
推
定
が
あ
る
と
、
必
然
的
に
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
は
そ
の
帰
属
主
体
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
、

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
破
綻
す
る
た
め
、
司
法
研
修
所
は
、
司
法
の
「
禁
じ
手
」
で
あ
る
条
文
の
読
み
替
え
を
行
っ
て
ま
で
、

「
法
律
上
の
推
定
」
に
よ
る
「
不
都
合
」
を
回
避
す
る
た
め
、
民
法
一
六
二
条
と
一
八
六
条
一
項
と
を
組
み
合
わ
せ
た
上
で
、
民
法

一
六
二
条
を
「
本
文
と
た
だ
し
書
き
」
と
い
う
条
文
構
造
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
の
同
一
性
を
確

保
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
正
当
化
す
る
理
論
と
し
て
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
民
法
一
八
六
条
の
規
定
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
法
律
上
の

推
定
と
は
異
な
る
、
暫
定
真
実
（
Interim
sw
ahrheit）
で
あ
る
と
い
う
兼
子
教
授
（
兼
子
一
「
立
証
責
任
」『
民
事
法
研
究

第
三
巻
』

酒
井
書
店
（
一
九
七
四
）
一
一
九
〜
一
四
八
頁
）
を
介
し
て
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
理
論
を
用
い
て
い

る
。

こ
の
民
法
一
八
六
条
一
項
の
よ
う
な
規
定
は
暫
定
真
実
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
暫
定
真
実
と
は
、
条
文
の
表
現
上
は
あ
る
法
律
効
果
の
発

生
要
件
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
実
は
、
そ
の
不
存
在
が
法
律
効
果
の
発
生
障
害
要
件
と
な
る
こ
と
を
示
す
一
つ
の
立
法

技
術
で
あ
り
、
た
だ
し
書
に
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
（
司
法
研
修
所
・
民
事
訴
訟
に
お
け
る
要
件
事
実
〔
第
一
巻
〕（
一
九

八
六
）
二
七
頁
）。
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し
か
し
、
暫
定
的
真
実
と
は
、「
反
対
事
実
が
立
証
さ
れ
る
ま
で
、
暫
定
的
に
真
実
で
あ
る
と
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
な
の
で
あ

る
か
ら
（
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
／
倉
田
卓
次
（
訳
）『
証
明
責
任
論
』
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
（
一
九
七
二
）
二
四
一
頁
）、
そ
の
機
能
は
「
法
律
上

の
推
定
」
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、「
暫
定
的
真
実
」
だ
か
ら
、「
法
律
上
の
推
定
規
定
」
を
「
本
文
と
た
だ
し

書
き
」
の
規
定
に
書
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
は
成
り
立
た
な
い
。

し
か
も
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
、
法
律
上
の
推
定
の
場
合
に
お
け
る
理
論
的
な
破
綻
を
な
ん
と
か
回
避
し
よ
う
と
し
て

き
た
そ
れ
ま
で
の
努
力
も
民
法
一
八
六
条
一
項
ま
で
で
あ
る
。
民
法
一
八
六
条
二
項
（
占
有
の
始
期
と
占
有
の
終
期
の
両
時
点
で
の
占

有
の
証
明
が
あ
る
場
合
に
は
、そ
の
間
の
占
有
の
継
続
が
法
律
上
推
定
さ
れ
る
）
の
推
定
規
定
に
至
っ
て
は
、ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
も
﹇
ロ
ー

ゼ
ン
ベ
ル
ク
・
証
明
責
任
論
（
一
九
七
二
）
二
五
〇
頁
﹈、
ま
た
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
も
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
が
同
一
主

体
に
帰
属
し
な
い
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二
〇
一
一
）
一
〇
一
頁
﹈。

第
一
八
六
条
（
占
有
の
態
様
等
に
関
す
る
推
定
）

②
前
後
の
両
時
点
に
お
い
て
占
有
を
し
た
証
拠
が
あ
る
と
き
は
、
占
有
は
、
そ
の
間
継
続
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

つ
ま
り
、
本
文
と
た
だ
し
書
き
に
よ
っ
て
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
律
上
の
推
定
の
場
合
に
必
然
的
に
生
じ
る
主
張
責
任

と
立
証
責
任
と
の
齟
齬
を
、
な
ん
と
か
回
避
し
よ
う
と
し
て
き
た
努
力
が
、
民
法
一
八
六
条
二
項
に
お
け
る
挫
折
に
よ
っ
て
、
す
べ

て
徒
労
に
帰
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
、
D
ieterLeipold,Bew
eislastregeln

und
gesetzlicheV
erm
utungen,D
uncker&
H
um
blot,1966,S.90ff.が
あ
る
）。
な
ぜ
な
ら
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
そ

の
理
論
を
一
貫
さ
せ
る
た
め
と
い
え
ど
も
、
以
下
の
よ
う
な
読
み
替
え
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
一
六
二
条
（
所
有
権
の
取
得
時
効
）
の
徹
底
的
な
読
み
替
え
案
（
司
法
研
修
所
も
、
さ
す
が
に
、
こ
れ
を
断
念
）

②
一
〇
年
間
の
前
後
の
両
時
点
に
お
い
て
あ
る
物
を
占
有
し
た
者
は
、
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
間
の
占
有
に
中
断
が
生

じ
て
い
た
と
き
、
そ
の
者
に
所
有
の
意
思
が
な
か
っ
た
と
き
、
強
暴
若
し
く
は
隠
秘
に
占
有
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
又
は
占
有
の
始
め
に
悪

意
で
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

上
記
の
「
徹
底
し
た
読
み
替
え
」
条
文
は
、
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
し
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
を
徹
底
す
れ
ば
、
む
し

ろ
、
上
記
の
よ
う
な
読
み
替
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
読
み
替
え
を
す
る
と
、
民
法
一
六

二
条
は
、
立
法
者
の
意
図
と
は
か
け
離
れ
て
し
ま
い
、
取
得
時
効
の
要
件
は
、「
一
〇
年
間
の
始
期
と
終
期
と
の
占
有
」
が
あ
れ
ば

よ
い
と
の
印
象
（
い
わ
ゆ
る
「
キ
セ
ル
乗
車
的
要
件
」）
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
司
法
研
修
所
は
、
そ
の
よ
う
な
結
果
は
、

「
要
件
事
実
」
論
と
い
う
名
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
場
合
と
同
様
、
上
記
の
よ
う
な
「
徹
底

的
な
読
み
替
え
案
」
を
提
案
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
厳
密
に
考
え
る
な
ら
ば
、
民
法
一
六
二
条
に
お
け
る
「
一
〇
年
間
（
ま
た
は
二
〇
年
間
）
の
占
有
期
間
」
の
証
明
に
つ
い

て
は
、
原
告
は
、「
一
〇
年
間
（
ま
た
は
二
〇
年
間
）
の
占
有
の
継
続
」
を
立
証
す
る
方
法
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
し
、「
占
有
の
始

期
と
終
期
」
だ
け
の
占
有
の
立
証
の
方
法
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
前
者
の
場
合
に
は
、
立
証
責
任
は
す
べ
て
原
告
の
負
担
と
な
る

の
に
対
し
て
、
後
者
の
場
合
に
は
、
占
有
の
継
続
と
い
う
要
件
事
実
に
つ
い
て
立
証
責
任
が
転
換
さ
れ
、
被
告
の
方
で
占
有
が
継
続

し
て
い
な
い
こ
と
（
占
有
の
中
断
）
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
立
証
責
任
の
帰
属
の
多
義
性
（
あ
る
事
実
、

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
占
有
期
間
中
の
「
前
後
の
両
時
点
で
の
占
有
」
が
立
証
さ
れ
る
ま
で
は
、
要
件
事
実
と
し
て
の
「
一
〇
年
間
（
ま
た

は
二
〇
年
間
）
の
占
有
期
間
」
の
立
証
責
任
は
原
告
に
あ
る
が
、
そ
の
事
実
（
前
後
の
両
時
点
で
の
占
有
）
が
立
証
さ
れ
た
と
き
は
、
要
件
事

実
の
立
証
責
任
が
原
告
か
ら
被
告
へ
と
転
換
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
立
証
責
任
が
、
要
件
事
実
と
は
異
な
る
事
実
の
立
証
に
よ
っ
て
、
転
換
す
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る
こ
と
）
は
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
想
定
を
超
え
て
お
り
、
本
文
と
た
だ
し
書
き
に
よ
る
書
き
換
え
に
よ
っ
て
は
、
立
証

責
任
を
正
確
に
分
配
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
（
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
破
綻
）。
そ
の
結
果
、
全

て
の
立
証
責
任
を
正
確
に
記
述
す
る
た
め
に
は
、
法
律
上
の
推
定
に
よ
る
記
述
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
、
民
法
一
六
二
条
に
つ
い
て
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
の
不
一
致
を
認
め
た

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
例
外
を
認
め
る
以
上
は
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
の
帰
属
主
体
が
常
に
同
一
で
あ
る
と
す
る
、
司
法

研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
破
綻
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

Ｂ

民
法
一
六
七
条
一
項
（
債
権
の
消
滅
時
効
の
要
件
）

民
法
は
、
権
利
を
行
使
で
き
る
時
か
ら
起
算
し
て
、「
債
権
は
、
一
〇
年
間
行
使
し
な
い
と
き
は
、
消
滅
す
る
」（
民
法
一
六
六
条

一
項
、
民
法
一
六
七
条
一
項
）
と
規
定
し
て
い
る
。

第
一
六
六
条
（
消
滅
時
効
の
進
行
等
）

①
消
滅
時
効
は
、
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
進
行
す
る
。

第
一
六
七
条
（
債
権
等
の
消
滅
時
効
）

①
債
権
は
、
一
〇
年
間
行
使
し
な
い
と
き
は
、
消
滅
す
る
。

し
か
し
、「
債
権
者
が
権
利
を
行
使
し
な
い
こ
と
」
の
立
証
責
任
は
、
証
明
主
題
が
否
定
形
で
あ
っ
て
、
債
務
者
（
被
告
）
に
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と
っ
て
は
、
証
明
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
「
債
権
者
が
権
利
を
行
使
し
た
こ
と
（
中
断
事
由
）
」
を
債
権
者
（
原
告
）
が
立
証
し
た
方
が
、

立
証
の
負
担
に
つ
い
て
公
平
を
確
保
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
の
消
滅
時
効
の
立
証
責
任
は
、
債
務
者
が
、「
債
権

者
が
権
利
を
行
使
で
き
る
時
か
ら
一
〇
年
間
が
経
過
し
た
こ
と
」
に
つ
い
て
立
証
責
任
を
負
い
、
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
者
が
、

「
権
利
を
行
使
で
き
る
と
き
か
ら
一
〇
年
間
の
間
に
、
権
利
を
行
使
し
た
」
こ
と
を
立
証
す
る
と
消
滅
時
効
が
中
断
し
、
債
権
は
消

滅
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

第
一
四
七
条
（
時
効
の
中
断
事
由
）

時
効
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
っ
て
中
断
す
る
。

一

請
求

二

差
押
え
、
仮
差
押
え
又
は
仮
処
分

三

承
認

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
認
め
た
と
た
ん
に
、
民
法
一
六
七
条
一
項
の
う
ち
、「
債
権
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
一
〇
年
間
が
経
過
し
た
こ
と
」
は
債
務
者
が
立
証
責
任
を
負
い
、「
債
権
者
が
権
利
を
行
使
し
な

か
っ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
が
そ
の
反
対
事
実
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
結
果
は
、
債
務
者
は
、
民
法
一
六
七
条
の
要
件
に
つ
い
て
、
条
文
通
り
に
「
債
権
を
行
使
で
き
る
時
か
ら
一
〇
年
間
、
権
利

を
行
使
し
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
債
権
は
消
滅
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
」
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
う
ち
、
立
証
責
任
を
負
う

の
は
、「
債
権
を
行
使
で
き
る
時
か
ら
一
〇
年
間
が
経
過
し
た
」
こ
と
だ
け
で
あ
り
、
残
り
の
要
件
で
あ
る
「
債
権
者
が
そ
の
間
権

利
を
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
反
対
事
実
で
あ
る
「
そ
の
間
に
権
利
を
行
使
し
た
こ
と
」
を
債
権
者
が
立
証
責
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任
を
負
う
こ
と
に
な
る
（
表

参
照
）。

6

し
か
し
、
こ
れ
は
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
死
守
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
主
張

責
任
と
立
証
責
任
の
帰
属
主
体
は
同
一
で
あ
る
」
と
い
う
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
民
法
一
六
七
条
一
項
を
、
民
法
一
六
二
条

二
項
（
短
期
取
得
時
効
）
で
行
っ
た
の
と
同
様
に
、
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
ざ
る
を
え
な
い

（﹇
司
法
研
修
所
・
民
事
訴
訟
に
お
け
る
要
件
事
実
〔
第
一
巻
〕（
一
九
八
六
）
八
│
九
頁
﹈
参

照
）。
そ
の
結
果
は
、
民
法
一
六
七
条
一
項
を
以
下
の
よ
う
に
読
み
替
え
た
の
と
同
じ
こ

と
に
な
る
。

民
法
一
六
七
条
一
項
の
読
み
替
え
（
司
法
研
修
所
の
考
え
方
の
代
弁
）

債
権
は
一
〇
年
間
で
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
債
権
者
が
そ
の
間
に
権
利
行
使
を
し
た
場
合

は
こ
の
限
り
で
な
い
。

し
か
し
、
実
体
法
の
観
点
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
読
み
替
え
は
、
時
効
制
度
の
趣
旨
を

歪
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
賛
成
で
き
な
い
。
債
権
は
、
一
〇
年
間
で
消
滅
す
る
の
で
は
な

く
、
一
〇
年
間
、
債
権
者
が
権
利
行
使
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
の
で
あ
る
。

一
〇
年
間
の
内
に
権
利
行
使
を
す
る
と
、
時
効
が
中
断
し
、
そ
の
間
の
時
間
の
経
過
は
全

く
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
の
は
、
一
〇
年
間
と
い
う
時
の
経
過
だ
け
が
重
要
な
の
で
は
な

く
、
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
債
権
者
が
権
利
を
行
使
し
な
い
こ
と
が
重
要
な
要
件
な
の
で
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表 6 民法 167 条における主張責任と立証責任との分離

主張責任 立証責任民法167条の

法律要件 被告 被告 原告 原告が立証すべき反対事実

始期 権利を行使できる時から ○ －
10年間

終期 10年間が経過した ○ －

債権者が権利

を行使して

いない

その間債権者は権利を

行使していない
－ ○

債権者が権利を行使したか、

債務者が債務を承認したか、

いずれかの中断事由がある



あ
る
。

実
体
法
の
条
文
に
則
し
た
要
件
事
実
論
を
目
指
し
て
い
る
は
ず
の
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
、
自
ら
の
矛
盾
を
糊
塗
す
る
た

め
に
、
条
文
自
体
の
書
き
換
え
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
、
立
法
を
尊
重
す
べ
き
司
法
研
修
所
と
し
て
は
、
本
末
転
倒
も
甚

だ
し
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｃ

民
法
一
八
八
条
（
占
有
に
よ
る
権
利
適
法
の
法
律
上
の
推
定
）

民
法
は
、
占
有
者
に
対
し
て
「
権
利
適
法
」
の
法
律
上
の
推
定
力
を
与
え
て
い
る
。

第
一
八
八
条
（
占
有
物
に
つ
い
て
行
使
す
る
権
利
の
適
法
の
推
定
）

占
有
者
が
占
有
物
に
つ
い
て
行
使
す
る
権
利
は
、
適
法
に
有
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
所
有
者
を
名
乗
る
Ｘ
か
ら
不
動
産
を
占
有
す
る
Ｙ
が
そ
の
不
動
産
か
ら
立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
た
時
に
は
、
占
有

者
は
、
民
法
一
八
八
条
に
よ
っ
て
適
法
な
権
原
を
有
す
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
所
有
者
を
名
乗
る
Ｘ
が
所
有

権
を
有
す
る
こ
と
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
よ
る
と
、
こ

の
よ
う
な
場
合
、
適
法
な
権
原
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
占
有
者
で
あ
る
Ｙ
の
方
で
あ
る
と
い
う
。
要
件
事
実
論
を

学
ん
で
い
て
、
学
生
た
ち
が
納
得
で
き
な
い
と
い
う
極
め
つ
け
は
、
不
動
産
明
渡
請
求
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
司
法
研
修
所
の
立

場
（
居
住
権
を
安
易
に
奪
う
こ
と
に
荷
担
す
る
立
場
）
だ
と
い
う
。

Ａ
か
ら
不
動
産
（
甲
土
地
）
を
Ｙ
が
平
成
二
二
年
二
月
二
日
に
買
い
受
け
た
（
第
一
売
買
）
後
に
、
Ｘ
が
平
成
二
二
年
四
月
四
日
に
Ａ
か
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ら
甲
土
地
を
二
重
に
買
い
受
け
た
（
第
二
売
買
）
と
い
う
不
動
産
の
二
重
譲
渡
の
事
案
に
つ
い
て
、
Ｘ
か
ら
Ｙ
に
対
す
る
所
有
権
に
基
づ
く

土
地
明
渡
請
求
（
返
還
請
求
）
が
な
さ
れ
る
と
、
登
記
も
占
有
も
な
い
第
二
買
主
Ｘ
か
ら
の
甲
土
地
の
返
還
請
求
に
つ
い
て
、
第
一
買
主
で

甲
不
動
産
を
占
有
し
て
い
る
Ｙ
が
そ
の
占
有
権
原
に
つ
い
て
抗
弁
と
し
て
主
張
・
立
証
責
任
を
負
う
。﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件

事
実
（
二
〇
一
一
）
七
三
│
七
五
頁
﹈

学
生
た
ち
は
、
非
常
識
こ
の
上
な
い
第
二
買
主
Ｘ
の
請
求
原
因
を
容
認
し
、
第
一
買
主
の
Ｙ
に
立
証
責
任
を
負
わ
せ
る
司
法
研
修

所
の
要
件
事
実
論
の
説
明
に
納
得
で
き
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
民
法
一
八
八
条
は
、
占
有
者
に
権
利
適
法
の
推
定
を
認
め
て
い

る
の
だ
か
ら
（
民
法
一
八
八
条
）、
登
記
も
占
有
も
有
し
な
い
Ｘ
か
ら
土
地
の
明
渡
し
を
求
め
ら
れ
て
も
、
明
渡
請
求
権
の
発
生
原
因

と
さ
れ
る
第
二
売
買
で
は
、
Ｘ
が
所
有
権
を
所
得
で
き
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
Ｙ
と
し
て
は
、
Ｘ
の
請
求
原
因
を
否
認
（
理
由

付
き
否
認
）
す
れ
ば
済
む
話
の
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
実
務
家
教
員
は
、
学
生
た
ち
に
対
し
て
、
民
法
一
八
八
条
は
、
最
高
裁
昭
和
三
五
年
判
決
（
最
三
判
昭
三
五
・
三
・

一
民
集
一
四
巻
三
号
三
二
七
頁
（
占
有
権
原
が
土
地
の
使
用
貸
借
に
よ
っ
て
生
じ
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
））
に
よ
っ
て
適
用
で

き
な
い
の
だ
と
説
明
す
る
ば
か
り
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
、
以
下
の
よ
う
に
、
事
案
と
し

て
不
適
切
な
唯
一
の
判
例
を
使
っ
て
、
民
法
一
八
八
条
の
条
文
を
無
視
し
た
記
述
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

民
法
一
八
八
条
は
、「
占
有
者
が
占
有
物
に
つ
い
て
行
使
す
る
権
利
は
、
適
法
に
有
す
る
も
の
と
推
定
す
る
。」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
規
定
は
、
法
律
上
の
権
利
推
定
の
規
定
と
解
さ
れ
て
い
ま
す
﹇
司
法
研
修
所
・
民
事
訴
訟
に
お
け
る
要
件
事
実
〔
第
一
巻
〕（
一
九
八
六
）

二
六
頁
﹈
か
ら
、
同
条
が
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
原
告
が
「
被
告
に
占
有
権
原
が
な
い
こ
と
」
を
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
が
行
使
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
占
有
者
が
所
有
者
で
あ
る
原
告
か
ら
使
用
借
権
を
取
得
し
た
か

ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
同
条
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
お
り
（
最
判
昭
三
五
・
三
・
一
民
集
一
四
巻
三
号
三
二
七
頁
）、
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他
の
占
有
権
原
に
つ
い
て
も
同
様
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
占
有
の
権
利
推
定
は
、
そ
の
占
有
を
伝
来
的
に
取
得
し

た
前
主
に
対
し
て
は
効
力
を
有
し
な
い
と
か
、
所
有
者
か
ら
権
利
を
取
得
し
た
と
い
っ
て
占
有
す
る
者
は
、
こ
の
所
有
者
に
対
し
て
は
同
条

の
推
定
を
主
張
で
き
な
い
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
（﹇
司
法
研
修
所
・
言
い
方
方
式
設
例
一
五
題
（
二
〇
〇
六
）
五
九
│
六
〇
頁
﹈﹇
司

法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二
〇
一
一
）
五
八
│
五
九
頁
﹈
も
同
旨
）。

し
か
し
、
最
高
裁
昭
和
三
五
年
判
決
は
、
本
問
の
よ
う
な
二
重
譲
渡
の
事
案
と
は
全
く
異
な
る
事
案
に
つ
い
て
の
判
断
で
あ
り

（
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
民
法
一
八
八
条
不
要
論
を
批
判
す
る
学
説
と
し
て
、
船
越
隆
司
『
実
体
法
秩
序
と
証
明
責
任
』
尚
学
社
（
一
九
九
六
）

二
九
〇
頁
が
あ
る
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
問
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
民
法
一
八
八
条
が
適
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い

は
ず
だ
と
い
う
の
が
学
生
た
ち
の
疑
問
で
あ
る
。

確
か
に
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
範
と
す
る
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
不

動
産
の
所
有
権
者
が
目
的
物
の
返
還
を
請
求
す
る
場
合
、
占
有
者
の
方
で
、
占
有
権
原
を
抗
弁
と
し
て
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
ド
イ
ツ
民
法
九
八
六
条
）。

ド
イ
ツ
民
法

第
九
八
五
条
（
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
）

所
有
者
は
、
物
の
占
有
者
に
対
し
そ
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ド
イ
ツ
民
法

第
九
八
六
条
（
占
有
者
の
抗
弁
）

占
有
者
（
間
接
占
有
者
を
含
む
）
が
所
有
者
に
対
し
占
有
す
る
権
利
を
有
す
る
と
き
は
、
占
有
者
は
物
の
引
渡
し
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

…
（
以
下
略
）
…
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し
か
し
、
こ
の
規
定
（
占
有
者
の
抗
弁
）
が
正
当
化
さ
れ
る
前

提
と
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
わ
が
国
の
民
法
と
は
異
な
り
、

不
動
産
の
所
有
権
は
、
登
記
な
し
に
は
取
得
で
き
ず
（
ド
イ
ツ
民

法
九
二
五
条
）、
所
有
権
の
主
張
に
は
登
記
が
必
要
で
あ
り
（
登
記

は
効
力
要
件
で
あ
る
）、
し
か
も
、
登
記
に
は
、
権
利
適
法
の
推
定

が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
ド
イ
ツ
民
法
八
九
一
条
）。
し
た
が
っ
て
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
登
記
を
有
す
る
（
権
利
適
法
の
推
定
を
受

け
る
）
所
有
権
者
か
ら
の
返
還
請
求
に
対
し
て
は
、
占
有
者
が
占

有
権
原
を
抗
弁
と
し
て
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
っ
て
（
ド
イ
ツ
民
法
九
八
六
条
）、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
ド
イ

ツ
民
法
に
特
有
の
前
提
（
登
記
の
公
信
力
、
お
よ
び
、
登
記
の
権
利

適
法
の
法
律
上
の
推
定
力
）
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ま
さ
に
合
理
的

な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
不
動
産
登
記
は
、
効
力
要
件

で
は
な
く
、
対
抗
要
件
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
た
め
不
動
産
登
記
に

は
、
権
利
取
得
機
能
も
、
権
利
適
法
の
推
定
機
能
も
与
え
ら
れ
て

い
な
い
（
最
三
判
昭
三
八
・
一
〇
・
一
五
民
集
一
七
巻
一
一
号
一
四

九
七
頁
）。
む
し
ろ
、
動
産
・
不
動
産
を
通
じ
て
、
占
有
に
こ
そ
、

権
利
取
得
機
能
（
民
法
一
六
二
条
）、
お
よ
び
、
権
利
適
法
の
推
定
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表 7 所有権に基づく返還請求における主張責任と立証責任の一致

主張責任 立証責任
所有権に基づく返還
請求権の法律要件
（民法200条の類推）

原告
原
告
被
告
被告が積極否認することができる事実

所有権の存在
目的物に対して所
有権を取得した

○ －
原告は、所有権を取得していないか、
すでに所有権を喪失している所有権

の侵奪
所有物の侵奪

目的物を侵奪され
た

○ －
原告は、法律上の原因（売買、賃貸等）
に基づいて、他人に占有を移転した

侵奪者による
目的物の占有

侵奪者が目的物を
占有している

○ － －
占有者
に権原
がない

 

侵奪者以外の
占有の場合
占有者に権原
がない

侵奪者の承継人が
占有している
しかし、占有者に
は権原がない

○ －
目的物を法律上の原因（売買、賃貸等）
に基づいて占有している



力
（
民
法
一
八
八
条
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
占
有
者
に
占
有
権
原
に
つ
い
て
、
抗
弁
と
し
て

主
張
・
立
証
責
任
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
は
、
合
理
性
が
な
い
（
表

参
照
。
な
お
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
先
に
述
べ
た

7

暫
定
的
真
実
（
Interim
sw
ahrheit）
に
関
す
る
議
論
と
同
様
、
ド
イ
ツ
の
法
制
度
の
背
景
を
吟
味
せ
ず
に
、
結
論
だ
け
を
無
批
判
に
取
り
入

れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
）。

不
動
産
の
二
重
譲
渡
の
問
題
に
関
し
て
、
ど
ち
ら
の
買
主
も
登
記
を
得
て
い
な
い
場
合
の
Ｘ
と
Ｙ
と
の
利
益
状
況
を
考
慮
し
て
み

れ
ば
、
登
記
も
占
有
も
有
し
な
い
第
二
買
主
Ｘ
と
、
占
有
ま
で
有
す
る
第
一
買
主
Ｙ
と
の
関
係
で
は
、
明
ら
か
に
占
有
を
有
す
る
第

一
買
主
Ｙ
に
保
護
の
必
要
が
あ
る
。
所
有
権
の
取
得
原
因
す
ら
不
十
分
な
Ｘ
の
主
張
に
対
し
て
、
Ｙ
が
占
有
権
原
を
主
張
・
立
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
的
根
拠
は
、
全
く
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

し
た
が
っ
て
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
、
占
有
者
に
占
有
権
原
の
主
張
・
立
証
責
任
を
課
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
学

生
が
そ
の
通
り
に
答
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま
し
て
や
、
Ｘ
の
請
求
に
対
し
て
、
Ｙ
は
、

抗
弁
と
し
て
占
有
権
原
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
く
、「
登
記
も
占
有
も
有
し
な
い
第
二
買
主
Ｘ
の
主
張
は
、

請
求
原
因
と
し
て
も
失
当
で
あ
る
」
と
す
る
学
生
の
答
案
を
不
合
格
答
案
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

確
か
に
、
法
科
大
学
院
に
は
、
司
法
研
修
所
の
教
育
の
一
部
を
肩
代
わ
り
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、

大
学
教
育
と
し
て
の
理
念
と
目
標
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。「
司
法
研
修
所
の
見
解
に
反
す
る
か
ら
、
間
違
い
」
だ
と
か
、「
理
解

で
き
な
い
な
ら
、
試
験
に
合
格
す
る
た
め
に
、
覚
え
な
さ
い
」
と
い
う
の
で
は
、
大
学
に
お
け
る
教
育
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
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Ⅳ
「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
の
構
築
の
必
要
性

法
科
大
学
院
の
学
生
た
ち
の
悲
鳴

1以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
実
体
法
の
要
件
を
原
告
が
立
証
す
べ
き
も
の
と
、
被
告
が
立
証
す
べ

き
も
の
へ
と
分
類
し
、
実
体
法
を
訴
訟
に
応
用
す
る
上
で
、
大
き
な
功
績
を
挙
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
の

効
用
は
、
そ
こ
ま
で
で
あ
る
。

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
主
張
責
任
を
裁
判
官
の
専
属
に
か
か
る
立
証
責
任
に
従
属
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
裁
判

官
本
位
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
原
告
と
被
告
の
主
張
を
、
そ
の
立
証
責
任
に
し
た
が
っ
て
、
権
利
の
発
生
（
請
求
原

因
）、
権
利
の
発
生
障
害
要
件
（
抗
弁
）、
権
利
の
阻
止
要
件
の
不
存
在
（
原
告
の
再
抗
弁
）、
権
利
の
消
滅
要
件
（
被
告
の
再
々
抗
弁
）、

権
利
の
消
滅
障
害
要
件
（
原
告
の
再
々
々
抗
弁
）
…
…
と
い
う
よ
う
に
、
お
互
い
の
主
張
を
無
限
に
後
退
す
る
よ
う
に
構
造
化
し
て

し
ま
っ
た
。

こ
の
た
め
、
訴
訟
の
全
体
像
を
見
え
に
く
く
さ
せ
て
し
ま
い
、
早
期
に
争
点
を
決
定
す
る
と
い
う
、
現
代
に
お
け
る
民
事
訴
訟
と

の
理
想
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
請
求
原
因
、
抗
弁
、
再
抗
弁
、
再
々
抗
弁
、
再
々
々
抗
弁
…
…
と
い
う

考
え
方
は
、
裁
判
官
が
判
決
を
書
く
上
で
も
大
き
な
障
害
と
な
り
、
新
方
式
の
判
決
様
式
で
は
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、

採
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
司
法
研
修
所
に
お
い
て
司
法
修
習
生
の
た
め
の
判
決
書
作
成
の
技
術
訓
練
と
し
て
開
始
さ
れ
た
要
件
事
実
教
育
は
、

今
や
、
そ
の
歴
史
的
役
割
を
負
え
、
新
し
い
民
事
訴
訟
実
務
に
適
合
す
る
、「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
代
わ
る
「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
が
未
だ
に
完
成
し
て
い
な
い
た
め
に
、
法
科
大
学

院
で
は
、
古
い
判
決
様
式
に
適
合
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
が
、
教
材
と
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
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先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
を
教
え
ら
れ
て
い
る
学
生
か
ら
は
、
理
論
的
に
考
え
る
と
疑
問
に
突
き
当
た
り
、

教
員
に
質
問
す
る
と
、
勉
強
が
足
り
な
い
と
叱
ら
れ
る
、
真
剣
に
勉
強
す
る
と
理
解
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
暗
記
に
頼
る
ほ
か
な

い
と
の
悲
鳴
に
似
た
叫
び
が
聞
こ
え
て
く
る
。

法
科
大
学
院
の
学
生
た
ち
は
、
現
実
の
訴
訟
実
務
に
適
合
し
な
い
理
論
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
上
、
そ
の
理
論
的
な
破
綻
を
免
れ
る

た
め
だ
け
に
、
実
体
法
の
法
律
要
件
を
ね
じ
曲
げ
る
理
論
（
条
文
の
読
み
替
え
（
民
法
一
六
二
条
）、
条
文
の
無
視
（
民
法
一
八
八
条
）

な
ど
）
を
、
そ
の
理
由
を
理
解
で
き
な
い
ま
ま
、
試
験
対
策
と
し
て
暗
記
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
学
生
た
ち
は
、
民
法
一
八
六
条
一
項
の
「
法
律
上
の
推
定
」
は
、
実
は
、
法
律
上
の
推
定
で

は
な
く
、「
暫
定
真
実
（
Interim
sw
ahrheit）」
だ
と
教
え
ら
れ
る
（﹇
司
法
研
修
所
・
民
事
訴
訟
に
お
け
る
要
件
事
実
〔
第
一
巻
〕（
一

九
八
六
）
二
七
頁
﹈、﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要
件
事
実
（
二
〇
一
一
）
一
〇
〇
│
一
〇
一
頁
﹈）。
確
か
に
、
暫
定
的
真
実
と
は
、

ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
ク
等
の
ド
イ
ツ
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
推
定
の
具
体
的
な
前
提
を
欠
く
推
定
規
定
（
民
法
一
八

六
条
一
項
な
ど
）
は
、「
法
律
上
の
推
定
で
は
な
く
、
暫
定
真
実
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
で
は
、
ラ
イ
ポ
ル
ト

等
の
批
判
に
よ
っ
て
、
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
条
文
通
り
に
、「
法
律
上
の
推
定
」
で
よ
い
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
科
大
学
院
で
は
、
そ
の
よ
う
な
現
状
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
学
生
た
ち
は
、
わ
け
が
分
か

ら
な
い
ま
ま
、
司
法
研
修
所
の
教
材
に
従
っ
て
、
民
法
一
六
二
条
の
条
文
は
、
誤
り
で
あ
っ
て
、
暫
定
的
真
実
に
適
合
す
る
よ
う
に
、

読
み
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
暗
記
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
に
よ
れ
ば
、
登
記
を
備
え
て
い
な
い
所
有
者
を
名
乗
る
者
か
ら
、
土
地
・
建
物
を
占
有
す

る
者
が
訴
え
ら
れ
た
場
合
、
土
地
・
建
物
を
占
有
す
る
者
が
、
占
有
権
原
を
主
張
・
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
証
明
に
失
敗

す
れ
ば
、
占
有
者
は
そ
の
土
地
を
所
有
権
を
主
張
す
る
者
に
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
﹇
司
法
研
修
所
・
新
問
題
研
究
要

件
事
実
（
二
〇
一
一
）
五
三
頁
以
下
﹈。
こ
の
結
論
は
、
明
ら
か
に
、
民
法
一
八
八
条
に
反
し
て
お
り
、
居
住
権
を
な
い
が
し
ろ
に
す

司法研修所の要件事実論に代わる「新しい要件事実論」の構築のために

237



る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
危
険
な
理
論
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
科
大
学
院
で
は
、
こ
れ
が
通
説
と
し
て
教
え
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
借
り
て
い
な
い
が
返
し
た
」
す
な
わ
ち
、
請
求
を
否
認
し
た

場
合
で
も
、
抗
弁
を
主
張
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
論
理
的
に
正
し
い
と
か
﹇
司
法
研
修
所
・
言
い
分
方
式
設
例
一
五
題
（
二
〇
〇
六
）

二
四
頁
﹈、
売
買
契
約
の
意
思
表
示
に
錯
誤
が
あ
る
場
合
、
代
金
請
求
権
は
「
発
生
す
る
が
、
発
生
し
な
い
」
は
、
論
理
的
に
正
し

い
と
か
﹇
司
法
研
修
所
・
言
い
分
方
式
設
例
一
五
題
（
二
〇
〇
六
）
二
四
頁
﹈、
論
理
学
の
専
門
家
で
な
く
て
も
失
笑
す
る
よ
う
な
誤
り

が
、
法
科
大
学
院
の
教
育
現
場
で
は
ま
か
り
通
っ
て
お
り
、
学
生
た
ち
の
反
論
は
、
司
法
研
修
所
の
権
威
に
よ
っ
て
押
さ
え
込
ま
れ

て
い
る
。「

新
し
い
要
件
事
実
論
」
の
必
要
性

2法
律
学
が
他
の
学
問
に
比
し
て
独
特
の
性
質
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、「
発
生
し
て
い
る
が
発
生
し
て
い
な
い
」
と
か
、「
借
り

て
い
な
い
が
返
し
た
」
と
か
い
う
命
題
が
、
論
理
的
に
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
「
社
会
通
念
に
反
す

る
」
教
育
は
、
司
法
研
修
所
で
は
許
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
問
の
自
由
が
確
保
さ
れ
て
い
る
法
科
大
学
院
で
は
、
徹
底

的
な
批
判
と
検
証
に
晒
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
効
用
よ
り
も
、
弊
害
が
大
き
す
ぎ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
理
論
と
実
務
を
架
橋
す
る
も
の
と
し
て
の
要
件
事
実
教
育
を
全
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
要
件
事
実
の
効
用
で
あ
る
実

体
法
上
の
要
件
を
原
告
が
立
証
す
べ
き
要
件
と
、
被
告
が
立
証
す
べ
き
要
件
と
に
分
類
し
、
実
体
法
と
訴
訟
法
を
架
橋
す
る
と
い
う

重
要
な
効
用
は
活
か
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
残
さ
れ
た
道
は
、
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
要
件
事
実
論
の
効
用

を
活
か
し
つ
つ
、
要
件
事
実
論
の
弊
害
を
徹
底
的
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
法
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科
大
学
院
教
育
の
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
の
構
築
の
方
向
性

3司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
誤
り
は
、
弁
論
主
義
の
要
請
に
基
づ
く
「
主
張
責
任
」
と
国
民
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
「
立
証
責
任
」
と
を
同
一
人
に
帰
属
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
体
法
の
条
文
と
は
か
け
離
れ
、
例

え
ば
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
当
事
者
の
言
い
分
を
十
分
に
反
映
で
き
な
い
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
は
、
訴
訟
物
、
す
な
わ
ち
、
原
告
の
「
権
利
主
張
」、
お
よ
び
そ
の
根
拠
と
し
て
の
「
請
求
原
因
」
は
、

「
権
利
の
発
生
」
の
主
張
で
は
な
く
、「
権
利
の
存
在
の
主
張
」
で
あ
る
と
い
う
、
根
本
的
な
考
え
方
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
。
司

法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
根
本
的
誤
り
は
、
原
告
の
権
利
主
張
を
「
権
利
の
発
生
」
と
誤
解
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、「
権
利
の
消

滅
」
は
、
原
告
の
主
張
と
は
併
存
す
る
別
の
主
張
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

し
か
し
、
原
告
の
「
権
利
主
張
（
請
求
原
因
）」
と
は
、
原
告
の
権
利
が
「
発
生
し
、
か
つ
、
消
滅
し
て
い
な
い
」
と
い
う
権
利

の
「
存
在
」
の
主
張
で
あ
る
。
被
告
の
主
張
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
「
権
利
が
発
生
し
な
い
か
、
発
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
権
利

は
消
滅
し
て
い
る
」
と
い
う
主
張
で
あ
っ
て
、
両
当
事
者
の
主
張
に
お
い
て
、
両
立
す
る
点
は
微
塵
も
な
い
。

両
者
の
主
張
が
真
っ
向
か
ら
対
立
し
、
矛
盾
す
る
か
ら
こ
そ
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
当
事
者
が
勝
訴
す
る
の
で
あ
る
。
同
時
履
行
の

抗
弁
権
の
よ
う
に
、
両
者
の
主
張
が
、
訴
訟
物
を
異
に
す
る
た
め
に
、
併
存
す
る
主
張
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
方
の
勝
訴
判
決
、
他

方
の
敗
訴
判
決
で
は
な
く
、
両
者
の
痛
み
分
け
と
な
る
「
引
換
給
付
判
決
」
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
原
告
の
権
利
主
張
（
請
求
原
因
）
が
、「
権
利
の
存
在
」
の
主
張
で
あ
り
、「
権
利
が
発
生
し
、
か
つ
、
権
利
が
消

滅
し
て
い
な
い
」
こ
と
の
主
張
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
原
告
の
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
が
必
然
的
に
異
な
る
こ
と
も

明
ら
か
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
原
告
が
「
権
利
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
」
を
立
証
す
る
と
、
権
利
が
発
生
し
て
い
る
以
上
、
そ
の

司法研修所の要件事実論に代わる「新しい要件事実論」の構築のために

239



権
利
は
、
消
滅
が
証
明
さ
れ
る
ま
で
、
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
「
法
律
上
推
定
さ
れ
る
」。
し
た
が
っ
て
、「
権
利
が
消
滅
し
て
い
な

い
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
反
対
事
実
で
あ
る
「
権
利
が
消
滅
し
て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
被
告
が
立
証
責
任
を
負
う
こ
と
に

な
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
の
主
張
の
う
ち
、「
権
利
が
発
生
し
て
い
る
」
こ
と
は
、
原
告
が
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
権
利

が
消
滅
し
て
い
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
法
律
上
の
推
定
」
が
働
く
た
め
、
被
告
が
、
権
利
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、「
す
で
に

消
滅
し
て
い
る
」
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
原
告
の
権
利
主
張
が
「
権
利
が
発
生
し
、
か
つ
、
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
な
ら

ば
、
主
張
責
任
と
立
証
責
任
と
は
、
一
致
し
な
い
の
が
む
し
ろ
原
則
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
容
易
に
理
解
で
き
る
。「
新
し
い
要

件
事
実
論
」
は
、
こ
の
点
を
出
発
点
と
し
て
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
と
は
、
全
く
異
な
る
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
道
に
、
大
き
な
障
害
物
は
存
在
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
新
し
い
要
件
事
実
論
」
は
、「
実
体
法
の
規
定
」
の
素
直
な

解
釈
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
司
法
研
修
所
の
要
件
事
実
論
の
よ
う
な
無
理
な
「
読
み
替
え
」
な
ど
不
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

法学研究 84 巻 12 号（2011：12）

240


